
  

 

 

 

 

ニュースレター第 16号をお届けいたします。今号は樋野先生のお言葉と、スタッフの青木が担当します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OCCメディカル・カフェ ニュースレター 『賢明な寛容:the wise patience』 第１6号  

                      2024 年 4 月  発行『お茶の水メデイカル・カフェ in OCC』 

 

『濃やかな配慮』〜 『交流の場の育成』 〜 
 

樋野興夫（順天堂大学名誉教授、新渡戸稲造記念センター長、恵泉女学園理事長） 

      

2024年 4月 13日定例の『お茶の水メデイカル・カフェ in OCC』に赴いた。 30名

以上の参加者であった。 筆者は、6組(7人)の個人面談の機会が与えれた。 大変有意

義な充実した貴重な時となった。 終了後は、スタッフの皆様と反省会の時をもった。

『お茶の水メデイカル・カフェ in OCC』は、2012年にスタートしたので、今年(2024

年)は、12 周年記念である。『OCC カフェ 12 周年記念誌』が、7 月発行されるとのこ

とである。 楽しみである。 スタッフの皆様の『冗談を本気で実現する胆力』には大い

に感服した！ 

 

『お茶の水メデイカル・カフェ in OCC』は、医師、医療従事者、一般市民、病気の

問題に関心を持つあらゆる人々が立場を超えて集う『交流の場の育成』でもある。『練

られた品性と綽々たる余裕＝お茶の水メデイカル・カフェ in OCC の心得』である。

『病気・遺伝病は単なる個性である』という社会の構築と『医療の共同体』を目指すも

のである。 

 

『お茶の水メデイカル・カフェ in OCC』の 5 ヶ条 

 

１）『他人の感情を尊敬することから生じる謙遜・慇懃の心』 

２）『濃やかな配慮の人』 

３）『欣然たる面貌、快然たる微笑』 

４）『正論より配慮の訓練』   

５）『個性と多様性の提示』  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 4月のお茶の水メディカルカフェ 

受付にいると、久しぶりに来られた懐かしい方や、不安気な方、初めての方など様々な方とお会いし

ます。 

皆さん色々な思いからこのお茶の水メディカルカフェに来られます。 

ペットボトルのお飲み物とお菓子をお渡しして、お花を飾った各テーブルのお好きなところに座っ

ていただきます。 

カフェが始まるまで、皆さんニュースレターや、各カフェのチラシをご覧になったり、テーブルでご

一緒になった方とお話を始めたりと、いろいろな光景が見られます。 

樋野先生の講演が始まり、熱心にメモを取る方、お話にうんうんとうなずく方、時に笑いあり、わけ

が分からなくなる表情の方等様々です。 

各テーブルでの語り合いが始まり、皆さんの立場や役割は違いますが、初めて会った人でも自分の

心の思いを話すことができる。それぞれが真剣に聞く姿が見られます。 

樋野先生の面談から帰られてホットされる方、それを聞いてうなずくかた、毎回光景が違います。一

人ひとりが感想を述べられ終わるときには皆さんの表情が柔らかくなっています。毎回皆さんとお会

いしてお茶の水メディカルカフェは誰かが誰かのためにいる。流れているものは愛なのだと感じます。 

               お茶の水メディカル・カフェ in OCC スタッフ 青木美由紀 

 


